
 

令和 7年 7月 1日  

市政記者クラブ 様 

                       経済局イノベーション推進部次世代産業振興課  

担当：村田、岩間 電話：972-3044  

量子化学リスキリング講座「Q-NC Back to School」の参加者を募集します！ 

量子技術に対する国際的な注目が急速に高まっており、国家戦略の一つとして、量子技術

の社会経済システムへの利活用が進められています。 

こうした中、名古屋大学未来社会創造機構 名古屋市量子産業創出寄附研究部門では、量

子化学技術等を基礎から学びなおす、企業の方向けのリスキリング講座を開催いたします。 

このたび、本講座の参加者を下記の通り募集いたしますので、広く周知いただくとともに、

ぜひ取材くださいますようお願いします。 

                   記 

１ 開講期間 令和 7年 10 月 14 日（火）から令和 8年 2月 17 日（火）まで 

 (全 10 回、隔週火曜日開催) 

２ 講義内容 量子化学の基礎 および 量子技術に関連した光化学分野の基礎 

（各回の詳細内容は最終ページをご覧ください） 

３ 対象者  ・量子化学を基礎から学びなおしたい企業の方 

・全 10 回の講座に継続して参加できる方 

４ 会場 名古屋大学 東山キャンパス  

NIC（ナショナルイノベーションコンプレックス）1階 Idea Stoa 

５ 受講申込 下記の URL 又は右記の二次元コードよりお申込みください。 

        https://qnc.mirai.nagoya-u.ac.jp/news/reskilling/ 

・参加費：無料 

       ・〆切 ：令和 7年 7月 31 日（木） 

※応募者多数の場合は市内在住・在勤の若手技術者を優先、その他は抽選 

６ その他 講座の様子を取材いただける場合は、お手数ですが各講座実施日の前日正午

までに、下記までご連絡ください。 

＜連絡先＞名古屋大学 未来社会創造機構 名古屋市量子産業創出寄附研究部門 

TEL：052-558-9755 E-mail：qnc_info@mirai.nagoya-u.ac.jp 

[参考]名古屋市量子産業創出寄附研究部門について 

近年、量子技術に対する国際的な注目が急速に高まっており、国家戦略の一つとして、

量子技術の社会経済システムへの利活用が進められています。 

こうした動きのなかで、本市の寄附に基づき、令和 6年 6月 1日より名古屋大学未来

社会創造機構に「名古屋市量子産業創出寄附研究部門」を設置して、量子技術の新たな

産業創出に向けて、情報発信等を行っています。 

 



産業界でご活躍の皆様が、量子化学の基礎をあらためて学び直す機会として、

「Q-NC Back to School：量子化学リスキリング講座」を実施します。

理工系大学で学ぶ量子化学の基礎的な内容をベースに、社会人の皆様にもわかりやすく学んで

いただける構成です。また、量子技術において重要な役割を果たす光関連技術にも着目し、

光化学の基礎もあわせて解説いたします。

“量子”の基礎に今一度触れることで、量子技術への理解を深めていただければ幸いです。

“知る”ことの面白さを実感しながら、量子化学の世界をより身近に感じられる講座を目指します。

◆ 対象者 （少人数制 ： 最大20名）

1）量子化学を基礎から学びなおしたい企業の方

2）全10回の講座に継続して参加できる方

◆ 実施期間

2025年10月～2026年2月

◆ 会場 名古屋大学NIC１F Idea Stoa

（名古屋市千種区不老町）

交流会の参加費は別途有料

講義後に交流会も開催。
新たな繋がりや発見が生まれる
チャンスです！

東海国立大学機構名古屋大学未来社会創造機構
名古屋市量子産業創出寄附研究部門 特任教授
名古屋大学名誉教授
日本化学連合 会長

<プロフィール>
東京工業大学大学院博士課程中退、工学博士。通商産業省工業技術院研究官、
東京工業大学助教授などを経て、2002年より名古屋大学大学院工学研究科教授。
高分子化学、特に光応答性材料や液晶高分子の研究に従事。高分子学会副会長、
日本化学連合副会長なども歴任。現在は名古屋市量子産業創出寄附研究部門
において、特任教授として量子産業創出に取り組んでいる。

関 隆広 氏

◆ 申込方法 （締切：7月31日）

お申し込みは下記ページよりお願いいたします。

Q-NCのホームページで
量子化学のコラムを書いています。
興味のある方はぜひお読みください。

名古屋市量子産業創出寄附研究部門（Q-NC）は、名古屋市と当機構との協定により
設立された寄附研究部門であり、量子技術の社会実装実現を目指していきます。

東海国立大学機構は、「量子化学産業創出拠点」として国から認定されたことを受け、
「量子フロンティア産業創出拠点（Q-BreD）」を設置し、化学の視点を取り入れた量子技術の
社会実装を目指しています。

火曜日隔週 17時 ～18時

開催日は裏面をご参照ください

https://qnc.mirai.nagoya-u.ac.jp/news/reskilling/

無料

◆ 講師紹介

◆ 受講料

Q-NC Back to School

◆ 講座の趣旨

量子化学リスキリング講座
【2025年10月開講】

量子の世界を、もう一度。産業界で活きる“学びなおし”を。

応募多数の場合は、市内在住・在勤の若手技術者を優先し、その他、抽選により受講者を決定します。

結果につきましては、8月上旬にご連絡を差し上げます。



量子力学の歴史背景 量子力学の形成、コペンハーゲン解釈

量子力学の一般原理 不確定性原理、シュレディンガー方程式、箱の中の電子

水素原子 水素原子・・厳密に解けるシュレディンガー方程式の解

多電子原子、
パウリの排他原理

水素原子以外の原子や分子：近似法・・変分法、摂動法、
パウリの排他原理

化学結合の形成、
二原子分子

量子化学における化学結合の扱いと二原子分子

多原子分子、化学反応 混成軌道、ヒュッケル分子軌道法、フロンティア軌道理論

量子化学と分子分光学
調和振動子、分子振動のモデル、
分子回転モデルと分光スペクトル

量子化学と光化学１ 分子と光の相互作用、電子スペクトル

量子化学と光化学２ 光励起後のプロセス、エネルギー移動

量子化学と光化学３ 光化学反応、ウッドワード・ホフマン則、光機能素子

◆ 講義内容

量子化学

学び直そう、量子化学。つなげよう、未来の産業へ。

講義内容・開催日は都合により一部変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

東海国立大学機構名古屋大学 未来社会創造機構

名古屋市量子産業創出寄附研究部門

TEL : 052-558-9755お問合せ

E-mail : qnc_info@mirai.nagoya-u.ac.jp

https://qnc.mirai.nagoya-u.ac.jp/

主催

共催

第１回

10月14日

第2回

10月28日

11月11日

11月25日

第3回

第4回

第5回

12月 9日

12月23日

第6回

1月 6日

第7回

1月20日

第8回

2月 3日
第9回

2月17日
第10回

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）
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（火）

（火）

（火）

（火）


	スライド 2
	スライド 1

